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１．概要（Summary） 

我々は、電解質溶液内で動作可能なダイヤモンド電

解質溶液ゲート FET(SGFET)を作製してきた[1]。

SGFET を用いた海中無線通信の実現に向けて、溶液

の濃度や溶液の断面積が通信距離に与える影響など

の評価を行った。サンシャイン水族館、八景島シーパラ

ダイスで場所をお借りしての実験も行った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

両面マスクアライナ 

【実験方法】 

デバイスの作製について述べる。始めにダイヤモンド

基板にボロンドープ層を成膜し、その上に両面マスク

アライナを用いて金電極用のレジストのパターニングを

行う。金電極蒸着度にレジストをリフトオフし、ワイヤを

金電極に導電性エポキシ接着剤で配線する。絶縁性

エポキシで電極の露出部分を覆い、SGFET の完成と

する。 

次に、実験方法について述べる。送信側となるゲート

電極(Pt 電極)と受信側となる SGFET を電解質溶液に

挿入し、ゲート電極に交流電圧を印加した。送受信間

の電解質溶液を変化させ、信号伝送に対する影響を評

価した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 Fig. 1 に 3.5%NaCl 溶液での実験結果と 25%NaCl

溶液での実験結果を示す。濃度や容器の形状によって

信号の伝搬距離が変化することが観測された。 

 

 

 

Fig. 1 Change in received waveform due to density 

change (Left: 3.5% NaCl solution, Right: 25% NaCl 

solution). 
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